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教員免許更新制予備講習に関するアンケート調査集計表 

                        【区分２：今回試行を受講できなかった者】 

10 月 24 日時点     68 名（221 名分集約：） 

                                              鹿児島県教職員組合文化部 

  【学校種】                         【年齢区分】  

 

 

未記入 1   

           

 

1 免許状更新講習の予備講習の実施について は、どのようにして情報

を知りましたか。（複数選択可） 

 項    目 人数 

１ 5 月に県教委が出した通知が、学校で広報されたから。 31 

２ 職場の同僚や友人等から聞いた。 23 

３ 管理職から聞いた。 29 

４ 鹿児島大学のホームページで知った 8 

５ 組合の情報で知った 7 

６ その他 6 
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・ 学校で広報されたが、とても遅くなってから聞きました。 

・ 管理職から聞いたが、申し込みが始まって 1週間ぐらいたってからだったので、ほとんど申込み

が埋まっていた。 

・ 他校の友人から聞いた。 

・ 公文は回覧されたが、説明など全くなかった。7 月に市教委からの問い合わせで、あわてて公文

を見直したところ予備講習の公文が後の方にとじてあった。（市教委からの問い合わせで、管理職

から、「よく分からないけど先生、対象なんですかね～」程度の認識） 

・ 共働きの妻から聞いた。（自分の職場で話が出たのは 8/21） 

・ インターネット 

2 鹿児島大学への予備講習の申し込み方法は、インターネットを通じて行われましたが、そのことについて

答えてください。 

 項     目  人数 

１ 面倒であった  23 

２ 別に支障は無かった  4 

３ 郵送などインターネット以外が良かった 9 

４ 自分だけでは、申し込みができなかった 12 

５ その他 16 
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小学校 40 名 

中学校 21 

特別支援学校 6 35 歳 20 

45 歳 34 

55 歳 13 

未記入 1   
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【その他】 

・ すでに申し込み多数で受け付けていないと聞き、やっていない。また、そのインターネットをす

る時間がない。 

・ 申込みを数人でしたが、最終的にアクセス不可で申し込めなかった。 

・ 締め切られていた。むインターネットを利用しない人は、大変だと思います。（郵送の大学もあ

るそうですが） 

・ パスワードが何度入れても通らず大変困った。1時間も受講できなかった。 

・ 学校で広報されたとき（申込みをしようと思った時）は、すでにいっぱいだった。 

・ 本年度は見送った。 

・ 面倒だったため予備講習を受けていません。 

・ 知らなくて申し込めなかった。 

・ 知らなかった。 

・ すぐに定員になり、受け付けてもらえず、どうしようもなかった。 

・ ネットを開いた時には、もういっぱい（申し込み多数で閉じられていたようだ）で、詳しく見る

ことは出来なかった。申し込み 2日後。 

・ 広報が遅くなり聞いたときは、いっぱいだと話を聞いていた。 

・ 7 月に入ってから、あわてて自宅で申し込みしようとしたが、鹿大は定員に達していた。パスワ

ードの取得までしかできなかった。 

・ 情報を知った時点では、すでに遅すぎた。 

・ 第 1次で応募したが、鹿大では満員であり、日程と会場まで（種子島）の距離、旅費等がかさむ

ために講習を受けなかった。 

・ 手続きでわからないところがあった。 

・ インターネットは、ある程度慣れていても、システムエラーなど不安要因を感じる。 

・ 申し込みができることを知らなかった。 

・ インターネットで申し込みをしなければならないということを知らずにいたため、申し込み 2日

目に鹿大に電話してはじめて知った。インターネットでの申し込みとの事は、きちんと全員に知ら

せるべき。本校では、そのような説明はなかった。   

・ 見る前に定員をこえているとのことで見なかった。 

・ パソコンになれていないから申し込まなかった。 

 

3 今回の予備講習を申し込んだ理由は、次のどれですか。（複数選択可） 

 項目 人数 

１ 本格実施の前にどのような講座があるのか知っておきたかったから。 8 

２ 予備講習の受講料が無料だったから。 20 

３ 早く受けたほうが有利だと感じたから。 14 

４ 本格実施されたとき、今回の予備講習の一部または全部が免除になるため。 19 

５ 10 年目研修と重なりが出ると負担が大きくなると考えたから。 5 

６ 友人や管理職等に勧められたから。 3 

７ その他 5 

 未記入 25 
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【その他】 

・ 申し込んだが、定員がすぐにうまった。 

・ 来年にしようと思った。 

・ 申し込む予定でいたが、病休と日程が合わずに止めた。 

・ 次年度に回した。 

 

4 自分が希望したとおりの講座の受講はできましたか。 

 【できなかった理由】 

・ 申込みをしてメールを送ったが返信が来なかった。 

・ 予備講習の回覧が回ってきた時は、申込み日になっており、すでに受付終了後で間に合わなかっ

た。 

・ 定員がいっぱいだった。 

・ 受講希望したが、すでに定員オーバーで受講できなかった。 

・ 申込みの段階で、希望する講座の定員がいっぱいだった。 

・ 申し込もうとしたときは、すでに空きのない状況だった。 

・ 申し込まなかった。 

・ 定員終了で受け付けてもらえなかった。 

・ 前もってＩＤ取得など煩雑だったうえ申し込み時間帯が勤務時間であり受けられなかった。 

・ 教頭先生が、県教委の方に問い合わせていただいたところ、実習助手は受講義務はない、免許失

効もない。教諭となるときは、それまでの間に予備講習を受けることとの説明だったため。 

・ 5/26（申し込み開始日）の夜、自宅でＩＤとパスワードをもらって申し込もうとしたら、すでに

受講希望科目は定員に達しており受け付けない状態であった。キャンセル待ちの受付も試行のため

行なわないと画面に出ていた。毎日、鹿大のホームページにアクセスしてキャンセル状況をチェッ

クするのは時間的に無理であったためあきらめた。 

・ 申し込みがおそすぎた。（予備講習のことをきちんと分かったのが遅かった） 

・ 申し込み時に定員オーバー 

・ 予備講習の申し込みが始まった次の日に手続きをしたが、定員オーバーであった。 

・ 人数が多かった。（宮崎大学） 

 

 

9 1975 年（昭和 50 年）4 月 2 日から 1976 年（昭和 51 年）4 月 1 日生まれの方については、10 年目研修が

免許更新講習と重なる方も出てくることが予想されます。そのことについて、該当の方は、問題点や課題

がありましたら書いてください。 

・ 重複する内容があるだろう。 

・ 何のための研修なのか。パワーアップしても免許はパワーアップしないのか。 

・ 6 年目研修を去年行ったが、全く意味を感じなかった。免許更新講習と関係なく 10 年研修はいらないと思

う。 

・ 夏休みだけでは処理できず、二重に同じようなことをさせられるようなもの。リフレッシュもできない。 
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10 来年 4 月 1 日から本格実施される予定ですが、教員免許更新制度について、あなたの考えを聞かせて

ください。（自由記述） 

・ 県内の大学で講習を受講できない場合（定員オーバーであるなど）、他県で受講しなければなら

ないのかどうかを、もう少し詳しく聞きたい。 

・ 期限内に全ての講習が受講できなかった場合、その後の免許のとり扱いと勤務について、もっと

具体的に知りたい。 

・ ただでさえ忙しいのに、もっと忙しくなる。土・日の開催となると、いつ体を休ませればいいの

か。 

・ 交通費が自己負担となると遠隔地より参加するのは大変負担。もっと平等にしてほしい。 

・ 鹿屋体育大学等も会場になると大隅半島に住む者はとても助かると思います。 

・ 十分な説明がある前に、予備講習の申込みがあったりした。免許更新制度についても、きちんと

該当者に連絡がいくのか。 

・ まだ詳しく自分も理解していないが、どういう内容が講習としてあるのか疑問？現在教職で現場

に携わっている人と免許は持っているが仕事についていない人と（受けられない？）同じに講義を

受ける？どこを基準として内容が構成されているのか？本当に自分の学びたいものを受けられる

のか？予備講習申込みのように先着順だったら不公平だと思う。 

・ 金額についても負担が大きい。 

・ 10 年目研と重なる場合も負担が大きいと思う。内容的に重なる部分もあるのであれば、やる必要

があるのか？一部免除とかできればいいのにと思う。 

・ 廃止してほしい。・管理職にないのは非常におかしい。・意味もない制度だ。・余計な事が増えて

多忙感がつのる。・現場に混乱が生じる。・鹿大まで土・日に行くのは、健康面や家庭生活にも支障

をきたす。 

・ 旅費、勤務処理、希望講座が受講できるのか？テスト合否の客観性など課題点だらけの制度だ。 

・ 決まってしまったものは仕方がないと思います。受講したい人ができるように、もっと体制が整

えばいいなあと思います。＊鹿児島は離島も抱えているので、会場がふえれば・・・。大隅でも受

けられれば・・・。 

・ 研修は大切だが、免許更新には関係なく常に教育の本質を見極め職責を果たしている方がほとん

ど。仮に免許更新が必要（失効の可能性がある）教員がいるなら別の方法でよい。 

・ ボランティアという名の半強制的な部活指導で、サービス残業が月平均 60～80 時間。家に帰っ

ても教材研究に追われ、働きづめの日々の中に、更に、全くもって意味を感じない教員免許更新制

度が実施さけるとあって、さらに心に余裕がなくなり過労死しないか不安である。 

・ 2 年間で 30 時間受講し、しかも一つひとつに評価がなされるという話を聞いている。とても時間

的にも精神的にも負担を感じる。受講内容の案内、手続き等もパソコンを通じてということを考え

ると、それもとてもおっくうである 

・ 講座の募集があまりにも少ない。 

・ 管理職も「個人の資格」というためか、あまり理解しておらず、質問しても答えられないものが

あった。 

・ 「今年度の受講者が少数しか受講できなかったため、受講できるように再検討する」と県教委が

はなしていたというので、受講漏れした人への対応に期待したい。 

・ 管理職からは、何も聞いていなかった。組合の先生から聞いて自分が該当と知った。 

・ 免許更新講習は、せめて 3日間ぐらいして無料とする。 
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・ 目的の最新知識技能は研修できるから、免許更新制度は必要ない。 

・ とても納得できる理由でない始まりであったため憤りを感じる。引き続き反対意見を持ち続けた

い。アクションは何も起こしていないが（起こせない？）・・。 

・ 講座の内容が学校現場で生かされるものと思えない。また、受講申込みの方法が、あまりにも不

親切である。多忙な中で申込みをしたり、受講したりしないといけない学校現場の状況が全く分か

っていない。この制度が子どもたちのためになるとは思えない。 

・ 免許更新制度の必要性や方法・内容等について十分に議論されるまま導入されたことに納得がい

かない。現状で必要性があるのなら、もう少しはっきりとそのことを示し、この制度で問題点がク

リアできるのか再検討してほしい。指導力の向上に関しては、この講習での実りは期待できないと

考える。予算の無駄づかいになることが予想される。今年度の予備講習のやり方もおかしいと思う。

受け皿が少なすぎるし、早いもの勝ちのやり方はおかしいと思う。パソコンのインターネットが使

えない人にとって申込みが難しすぎる。国家がこの制度を推進するのなら、個人負担はできるだけ

なくすべきだ。 

・ 免許更新に多くの時間と労力、費用を使うことに疑問を感じます。はっきり言って何のためにす

るのか。子どものためになるのか、それを考えると不要だと思いますが、政権が代わらなければ、

どうにもならないことでしょう。我々を落とす「ふるい」にならないようにしないといけない。 

･ 育児休業者や産休の方、病休の方、10 年目の方、受けることの難しい人や研修の重なる方は、延

期ができるシステムにしてほしいと思います。また、今年は最後にテストがあったということです

が、おかしいですよね。 

・ （今回の講習に限って言うと）ネット上では、講義の内容が分かりづらかった。例えば、工業系

科目でも小学校可の印があったが、実際に受講しても理解できるものなのか。また、小学校指導に

も役立てられるのか分からず、空きがあっても申込みをためらった。 

・ 果たして意義があるでしょうか。疑問です。55歳で受けて、あと 5年間勤められるかな。 

・ 申込みができる人とできない人がいることはおかしいと思います。申し込めば全員受講できるよ

うにししてほしいと思います。この件で免許失効ということになれば大変だと思います。 

・ 期限付き教員も受講できるという情報が明確に伝わってこなかった。もう少しはっきりした説明

がほしい。これを機に期限付き教員は、切り捨てられるのではという不安を覚える。本採用教員と

の格差を、ますます感じた。早いもの勝ちともとれるような予備講習・・・にも不満である。この

ような考え、意見を期限付き教員がのべるのはおかしいことだろうか？ 

・ 本当に必要なのか疑問を感じている。 

・ とにかく説明が不親切だと思う。個々によって取得免許が違い、有効年限も違うのに、そういっ

た細かい確認もないまま年齢で確認し、更新対象者としている。運転免許のように個々に正確な確

認をし、周知すべきであると思う。国の法で変わったのだから、そこはきちんと処理してほしい。 

・ 講習にかなりの諸経費（交通費や宿泊費等）で経済的な負担が大きい。加えて離島や遠方からの

受講者の場合、講習期間中、子どもの面倒を夫や祖父母に見てもらわなければならず、精神的な負

担も大きくなることが予想される。多忙化に拍車をかけるだけで、何のメリットも感じない。 

・ 鹿大の受け入れは大丈夫でしょうか。他県で受けるには、費用がかかり負担が大きいです。 

・ 養護教諭の専門的科目が少なかったです。 

・ 実際それがどれくらい役にたつのか不明である。形骸化するのではないかと思う。 

・ このまま辞めろと言われて辞めてしまおうかーと考えました。インターネットで申込みというの

も壁が高すぎます。（パソコンが苦手なので）免許で仕事はしていません。現場での経験、子ども
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との関わりの中で得てきたもの、反省、サークルなどでの学びなどが、仕事の土台になっています。

免許ではないのですが・・ 

・ 今年行われた話を聞くと講話内容に疑問を抱いているこのごろです。私たち現場で生かせる内容

なのでしょうか。 

・ 毎年、自己申告による学校長からの評価をうけているので、免許更新制度は必要ないと思う。自

己申告による評価をうまく生かせばいいのにと思う。 

・ 見切り発車すぎます。予備講習についても説明不足。結局、講習の申込みができなかったため、

内容も把握できませんでした。 

・ 一部教員のために全教員が免許更新をしなければならないことについては不満ですが、決まって

いるので仕方ないですね。 

・ 今回は受講できなかったが、講座の内容（タイトル）を見ると、現役の教員に本当に必要である

のか、10 年という期間は短すぎるのではないかと感じる。 

・ いろいろな研修会に半ば強制のような形で参加するものが年間を通してたくさんあるので、それ

を行って最新の学習をしたら、カウントしてくれるようなシステムにしてもらえたら、わざわざ大

学まで行って講習する必要はない。廃止されればいいのですが。・・・2年間を通して受講となると

落ち着いて仕事ができない気がする。ｗｅｂ上での申し込みとかなかなか分かりにくくて・・・。 

・ 本格実施されるにあたり講座等の受け入れがしっかり準備されているのかが不安である。 

・ 急に決まって周知が自分には遅く感じられた。 

・ 大学側の受け入れ態勢が心配 

・ 今回管理職からの説明が指定された期日までに（すいぶん後から説明されました）なかったので、

対象者としては不満です。なお、対象者全員が確実に受けられるよう講座を十分に開講してほしい

受講料にしてもどの程度になるのか不安です。対象者についてですが、養護教諭は、養護学校教諭

と判別しにくい表示となっていました。わかりやすく表示してほしいし開講された講座がずいぶん

少なかったと思います。対象となる 2年間で受講でき、単位取得できるのか不安でたまりません。 

・ 莫大な費用と時間を使ってまで導入しないといけない制度なのだろうかと疑問に思う。そもそも

免許更新がなぜ必要なのか、最新の知識・技能が講習によって得られるものだろうか（県の教育セ

ンターでは学べないのか）と納得できないことだらけである。さらに付け加えれば、講習免除者は

常に最新の知識技能を身に付けていらっしゃるのでしょうか？ 

・ 現保有者全員を本当に受講させ更新できるのか心配である。（実際本年度は、すぐに定員に達し、

大多数の人が、受講できなかったようだ） 

・ 時間とお金の無駄遣い。教員免許更新制に使うお金を教育費（学校設備や教材費）に回した方が

有効だと思う。 

・ 2 年間でとれるのか。とれなかった場合はどうするのか。とても、不安で仕方がない。幅広い講

習をのぞむ。希望しても受講できないということがないようにしてほしい。 

・ 教員だけでなく、医師、弁護士なども免許更新制にすべきだ。彼らも問題が多い。 

・ 今回前倒し実施だったらしいが、実施については、学校あての文書しかなく各個人あてで文書な

りでの通知が必要。学校あてだけでは不備だと思います。 

・ 何の意味もない。こんなことをしても教員が資質が向上するとは思わない。現場の人数を増やし

てほしい。 

・ 受講料の負担を考えれば、別の形で更新できるのではないか。もっと時間的負担の軽減を！ 

・ 20 数年教職をやっていて生徒・保護者・同僚とも楽しく仕事ができている。担任業務も長年して
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いるが、今の自分にとって教職を全うするのに、更新制度など必要ない。20 数年間で経験したこと

の方が大きい。今さらという気がして仕方がない。 

・ 教員免許更新は、非常によいことだと思いますが、現場で仕事をしている者としては、時間的に

酷だというのが正直なところです。 

・ 特別支援学校の寄宿舎指導員です。採用時に教員免許が必要だったわけではなく免許は持ってい

ません。 

・ さっさと止めさせるべき。民主党政権で即刻廃案。自民には、反日教組がいて教育のことなど語

る権利は一つもない。 

・ 公文が回覧されただけで、きちんとした制度の研修は全くなかったのはなぜ。 

・ 退職まで 10 年なのに、なぜ対象になるのか理解できない。予備講習は受講できなかったが、正

直、試験のことを考えると、かなり不安である。2 年間で合格しなかったら辞めることになるので

しょうか。・・・というより、退職のことを考えてしまう。（5年早くなってもいいかなとか） 

・ 採用は同じ年でも、生年月日で受講者が決められているので、なんだか不公平。これで、またス

トレス、心の病をかかえる職員が増えそう。いいことなしです。 

・ 妻の職場で話（職員会議）が出たのは、5 月末とのこと。妻から少し話を聞いて「じゃあ、自分

の職場でも、そのうち出るだろう～」と当時、忙しい毎日だったこともあり、安易にとらえていた。

気がついたのは、1 学期末妻との会話で話題にまた出た際、慌てて鹿大のｗｅｂを開いてみたが、

時すでに遅し！8/18校長に直に話を切り出したところ、8/21 に校内で初めて話があった。（職員会

議）但し、この日、私自身該当者であるにも関わらず、人間ドックで特休で学校不在であった。  そ

の後も、何も話はないまま、現在に至っている。 

・ 受講人数と日程を増やしてもらわないとなかなか調整が難しい。 

・ 資料を読んでも管理職の説明を聞いても理解できないことが多い。 

・ 何らかの理由で免許更新ができなかった場合、仕事を続けられなくなるかもしれないという不安

が出てくる。 

・ 勤務先以外の場所に通ったり、学生のように自分で講習の申し込みをしたりと負担が多く面倒。

本来の勤務に支障がでるのではと不安。ただでさえ忙しいのに。 

・ 現場での経験を理解していない。講義その場だけでの実技では、補えないものを現場では行なっ

ている。なぜ、10 年ごとなのか 

・ 長期休業中にと安易に考えている。 

・ 東京は、あちらこちらで開催されている。山間へき地・離島でなくても鹿児島は、地理的にも交

通の便も鹿大への行き帰りの大変さ、時間をとられるなど、大変。大隅半島では、体大開催も考え

るべきだ。また、必修である講座は、全員である。事務所などのブロックごとに、県が音頭をとっ

て開催できないものでしようか。 

・ ＢＳやＣＳなどを使って放送大学等のやり方が鹿児島に合っている。全国的に経費もうまくいく

のではないか。 

・ 管理職と教員は職の内容が異なる現代の世相や管理運営、心理について幅広く謙虚に学び、教員

免許更新と平行して学校管理職資格見直しをふんでほしい。 

・ 現場で頑張るので（子どもたちをもっと見ていたので）やめてほしい。 

・ 今回、具体的な説明もないまま、ただ単にインターネットで申し込みをするようにとのことで、

何が何だかわからずの状態で、何もしていません。50 歳をこえてからの免許更新の講習は、更年期

障害が出始め、また、専門科目など県内では受講できないようなうわさも聞いていますので、どこ
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で受けたらいいものか分かりません。（養教） 

・ 具体的な説明が不十分 

・ 専門性を高めることは、教師にとって必要なことである。「更新」については、時期、内容等を

考慮し余裕を持って受講したい。 

・ 教員を追い詰めるだけの制度。力量がアップするとは思えない。 

・ 今まで以上に忙しくなるので困る。手続きの方法をもっと簡単にできないのか。講習に定員があ

り、希望する講習を受けられない。 

・ 目的がはっきりしない。雑用を含めた仕事が多い中、受講の負担が大きい。 


